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１．まえがき

日本国内のベンチャー企業の資金調達総額はこの5年で約

4倍となる等，昨今はベンチャー企業への注目が年々高ま

りを見せています．ベンチャー企業との大企業による協業

は加速し，自ら事業を立ち上げる起業家も増加傾向にある

一方で，ベンチャー起業，特にスタートアップと呼ばれる

大型投資を獲得して事業を急成長・拡大することを志向す

る起業においては，成功事例こそ華々しいものの，多くは

その過程でさまざまな困難に直面し，一般的に成功と呼ば

れるステージに至る企業はほんの一握りです．スタート

アップ起業を成功足らしめるものとそうでないものは，一

体何により分け隔てられているのでしょうか．

その問いに対する答えは当然ながら一つではありません

が，重要な要素の一部として，その事業の起業に至るまで

の背景や起業家自身の思い，言い換えると信念とも呼べる，

新たに事業を起こす際の情熱や，それが社会にどれ程の価

値を創出しているかという社会的視点での必然性，これら

は決して欠かすことのできない要素であると考えています．

私は現在，Mobility×IoT×FinTech領域のスタートアッ

プ企業“Global Mobility Service株式会社（GMS）”を3度目

の起業として経営しており，シリアルアントレプレナーと

して国内外において事業活動を行う中で得た経験や知見を

基に，本稿ではGMSの事業化に至るまでの背景やエッセン

ス，そして起業・事業活動の要諦として捉えている事柄を，

国内スタートアップのエコシステムの発展に寄与できれば

と考え，取りまとめ記します．

２．GMSの起業に至る経緯

私自身は25年前，大気環境問題の解決やイノベーション

による社会創造を目指し，電気自動車ベンチャーを起業し，

経営してきました．参入障壁が著しく高い日本国内におい

て，国土交通省から型式認定を受けた国内17番目の正式な

自動車メーカとして認定され，当時日本で最も長期間に渡

り公道走行の電気自動車を販売し続けた電気自動車のパイ

オニアとして活動し，累計50車種を超える電気自動車を開

発，数々の大手自動車メーカが開発する電気自動車を実際

に開発していたのは当社であり，当時米テスラモータズ社

に匹敵する技術力を有していた国内唯一のEVベンチャーと

して，大きな注目を頂いていました．

その頃，世界が注目する大型受注を当社は獲得し，生産

準備に移行していた最中に先方都合で契約が解除されまし

た．いかに技術力が高くとも，当時日本国内における電気

自動車の機運が高まらず事業譲渡を行い，2011年にアジア

開発銀行が主導した，3億ドルをフィリピンに融資し10万

台の電気自動車を同国に普及させるコンソーシアムのリー

ダーを引き受けたのを機にフィリピンに進出し，2社目と

なる新興国向けの電気自動車ベンチャー企業を2013年に立

ち上げました．そして同国において日系初となる公道ナン

バーを取得した三輪電気自動車の開発に成功し，新興国な

らではのさまざまな障害を乗り越え，排気ガスの多い新興

国において大気環境問題を解決する道筋を作り上げること

に成功しました．これは，並大抵では実現できない，同国

における新産業創出の一翼を担う取り組みでした．

開発した電気自動車を同国市場にて販売調査を開始した

ところ，想定通り新たな電気自動車を求める人々は数多く，

大変な反響を頂きました．しかし，年間所得が3,000ドル未

満のBOP（Base of the Pyramid）層が国民の大半を締め，銀
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行口座保有率が約3割にしか満たないフィリピンの経済環境

の中，電気自動車を購入したくとも，ローンを組むことが

できず購入できないという人々が後を絶たず，これは深刻

な社会問題であると認識するに至りました．彼らは一様に，

車を手に入れることさえできれば，車を利用してタクシー

を始めとする仕事に従事することができ，充分にローンの

返済を行うことができるという人々ばかりです．しかし従

来型のファイナンスの与信審査では，彼らにローンを提供

するという金融機関はほとんど有りませんでした．

この社会問題を解決する，持続可能な事業を構築しなけ

れば，いかに良い車を作ろうとも普及せず，社会の変革を

実現することが困難であるという考えに至り，長年どの金

融機関も，そしてどの自動車メーカも，放置し続けていた

BOP層の人々を対象に，就業の意欲がありローンを組むこ

とさえできれば真面目に働き生活を豊かにし，充分にロー

ンの返済が可能になるという人々へ希望と活躍の機会を創

出すべく，2013年11月にGMSを設立するに至ります．

３．独自IoT技術を活用したFinTechサービスに
よる社会課題解決

GMSは，自動車を始めとするあらゆるモビリティの遠隔

起動制御とセンシングを可能にする独自開発のIoTデバイ

ス“MCCS（Mobility-Cloud Connecting System）”，センシ

ングした情報の蓄積・分析・解析を行うとともに，Open

APIを通じて外部の多様なシステムとの連携を実現する独

自開発のクラウド上のプラットフォームシステム"MSPF

（Mobility Service Platform）”を用いて，金融機関に対し

「車さえあれば仕事をすることができるにも関わらず，

ローンを組むことができず，仕事に従事できない」という

就業意欲のある人々を対象に，低リスクで安全なローンを

提供できるようになる画期的なFinTechサービスを提供し

ています．

その概要は，下記の通りです．ローン対象車両に，GMS

のIoTデバイス“MCCS”を搭載することを条件に，金融機

関は利用者へローンを提供します．それにより利用者は車

を活用して日々仕事に従事し，充分な稼ぎを得た上でロー

ン返済を行います．ただし，ローン返済の延滞が生じた際

は，遠隔制御によりエンジン起動が制御され，GMSが提携

する全国のコンビニやATM等にて入金をすると直ちにエ

ンジン起動制御が解除される自動決済システム連携によ

り，返済遅延率を劇的に軽減させます．万が一貸し倒れが

生じた際は，エンジン起動制御中の車の現在位置を特定し，

確実に回収ができる仕組みとしており，これにより従来金

融機関は信用不安であった顧客層に対しても，低リスクで

安全なローンの提供が可能になります．このFinTechサー

ビスの効果は大きく，フィリピンにおいて従来は貸し倒れ

率が20%を超えていたとあるファイナンス会社は，GMSの

サービスを導入した後，貸し倒れ率が1%を下回る迄になる

という，現地ファイナンス業界の常識を超えた実績を生み

出しています．GMSのFinTechサービスはさまざまなス

テークホルダーに価値を創出しており，先ず金融機関へは

これまで貸すことができなかった顧客層の開拓による新た

な貸高の創出，そして車両販売店へはこれまで売ることが

できなかった顧客への販売機会の創出，そして何よりロー

ン契約者には，車の購入機会のみでなく，車を活用したタ

クシー等の就業機会をも創出し，「三方良し」の新市場創出
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図3 GMSのFinTechサービスの提供価値

図2 GMS独自開発のIoTデバイス“MCCS”
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を実現するビジネルモデルを確立しており，GMSはフィリ

ピンにて事業を開始した後，現在は日本，カンボジア，イ

ンドネシアへと展開し，より多くの人々へ機会を創出すべ

く取り組みを行っています．サービス対象車両の総走行距

離は3,000万km，地球750周分を超えるまでに至っています．

４．スタートアップ起業の要諦

私が行っている上記の事業，そしてその事業立ち上げに

至るまでの経緯の中で，私が重要視しているものとして，

必然性と持続可能性が挙げられます．

先ず必然性について，GMSの取り組みでは特許を保有す

る独自の最先端IoT技術を活用したサービスを提供してお

り，この技術が競争優位性を築いている点は言わずもがな

ですが，新興国現地にて徹底的に利用者の下へ足を運び，

現地生活者の声を聞き，真に社会が，生活者が求めている

もの，必要としているものとは何かを，妥協なく調査し理

解をし，そこに存在する社会問題の本質を捉えたことに，

その技術開発のルーツがあります．その社会問題を解決す

るためのサービス，すなわち現地の人々が切に必要として

いるサービスを，期待される水準で提供するために必要な

ものを実現するために，最先端の技術を開発し，必要なス

テークホルダーを業界の垣根を超えて巻き込む市場を開発

し，従来にはない新たなサービスを生み出してきました．

このサービスは「あれば良い」と思われるだけのサービス

ではなく，このサービスがなければ現地の多くの人々は車

を購入することができず，結果としてタクシー等の仕事に

就業する機会を得ることができないため，利用者からして

最早「なくてはならない」サービスとして現地に根付き，

さらに利用者のみでなく，金融機関にとってもこのサービ

スがなくては対象のBOP層にローンを提供することはでき

ず，またローン提供車両の稼働情報等をGMSが金融機関

に提供することで，更なるローン提供の機会が生み出され，

提供側にとっても「なくてはならない」絶大な信用を獲得

したサービスとなっています．この「必然性」こそが，こ

れからの社会を創造するスタートアップ起業に不可欠な要

素の一つであると考えています．

そしてその取り組みは，単にローン提供機会を創出する

ばかりでなく，万が一貸し倒れが生じた際にはエンジン遠

隔起動制御の実行とリアルタイムでの現在位置特定によ

り，確実にローン対象車両を回収できる仕組みを構築して

いるため，金融機関にとって持続可能な仕組みとして受け

入れられています．利用者にとっても，充分に支払い可能

な返済金額となるよう設計された適正な金利でローンを利

用できるため，次のローン活用へとつながっていく持続可

能性を担保しています．この，提供側と利用側の双方に

とっての「持続可能性」が相まって，GMSの取り組みは民

間による自助自立の社会変革を実現するスタートアップビ

ジネスとして，高いご期待を頂いています．

この「必然性」と「持続可能性」というキーワードは，こ

れからのスタートアップ起業に欠かせない要諦であると考

えています．

５．むすび

私自身，シリアルアントレプレナーとして国内外で数多

くの経験を積まさせて頂き，多くの方々から応援を頂きな

がら，それらの経験が生かされ今日のGMSでの事業を構築

するに至っています．ベンチャー起業家は自社のリーダー

であるだけでなく新たな社会を創造するリーダーでもある

という自覚とともに，この取り組みをさらに社会的価値を

生み出す事業へとすべく発展させ，あるべき社会を早期に

実現すべく尽力しています．志こそが新たな社会を創造す

るのであり，その一翼を担うベンチャー起業家が増え，共

に社会を創り上げることができることを願っています．
（2018年10月21日受付）
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